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ま
た
爆
笑
。
い
や
い
や
大
阪

の
子
は
、
小
さ
い
と
き
か
ら

芸
人
の
血
が
あ
る
と
つ
く
づ

く
感
心
す
る
。

　

い
つ
か
は
こ
の
子
も
本
当

の
こ
と
を
知
る
だ
ろ
う
。
親

と
し
て
成
長
す
る
子
供
を
み

る
の
は
、
う
れ
し
く
も
あ
り

ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
く
も
あ

る
。
こ
の
純
粋
な
心
と
素
直

な
気
持
ち
を
大
人
に
な
っ
て

も
、
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
。

心
か
ら
そ
う
思
う
。

　

大
谷
学
先
生
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
４
月

15
日
付
は
大
谷
先
生
の
ご
推

薦
で
石
堂
招
紀
先
生
（
東
大

阪
市
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ

れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

て
て
一
階
へ
。「
サ
ン
タ
さ

ん
か
ら
返
事
、
何
て
書
い
て

あ
る
の
？
」
意
味
を
聞
く
と

「
な
ん
で
僕
の
日
本
語
読
め

て
、
英
語
で
書
い
た
ん
や

ろ
、
不
親
切
や
な
！
」
ま
た

び
っ
く
り
大
爆
笑
だ
っ
た
。

　

少
し
サ
ン
タ
さ
ん
ら
し
く

横
文
字
で
、Got Know 

everything!

と
書
い
て
お
く

と
、
朝
目
覚
め
る
と
張
り
紙

と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
ち
、
慌

す
か
？
こ
こ
に
書
い
と
い
て

く
だ
さ
い
、
サ
ン
タ
さ
ん

へ
」
と
サ
ン
タ
さ
ん
の
返
事

を
書
く
余
白
と
、
ご
丁
寧
に

も
テ
ー
プ
で
ペ
ン
を
ぶ
ら
下

げ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
に
は

屋
を
見
に
行
く
と
、
部
屋
扉

に
不
思
議
な
張
り
紙
が
張
っ

て
あ
っ
た
。

　

「
サ
ン
タ
さ
ん
へ
、
○
○

の
本
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

な
か
っ
た
ら
□
□
の
本
を
お

ね
が
い
し
ま
す
。
毎
年
毎
年

プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
と
て
も
い
い
ク

リ
ス
マ
ス
で
す
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
、
こ
れ
か
ら
も

お
ね
が
い
し
ま
す
。
し
つ
も

ん
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
ど

う
や
っ
て
作
っ
て
い
る
ん
で

小
学
３
年
の
次
男
は
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
の
存
在
を
信
じ
て

い
る
。
朝
起
き
る
と
枕
元

に
、
サ
ン
タ
さ
ん
に
お
願
い

し
て
い
た
物
が
置
い
て
あ
る

と
…
。

　

今
年
の
イ
ブ
の
夜
は
な
か

な
か
寝
れ
な
い
様
子
。
話
を

聞
い
て
み
る
と
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
サ

ン
タ
さ
ん
に
「
あ
り
が
と

う
」
が
言
い
た
い
の
だ
そ
う

だ
。
晩
遅
く
な
る
か
ら
と
、

言
い
聞
か
し
寝
か
せ
再
度
部 231

サンタさんへ
大谷　学 （東大阪市）

　

歯
周
病
は
感
染
症
で
あ

る
。
感
染
症
成
立
の
概
念
は

「
宿
主
・
寄
生
体
相
互
作

用
」
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
歯
周
病
は
歯
周

局
所
に
お
け
る
歯
周
病
原
生

細
菌
の
感
染
と
、
そ
れ
に
対

す
る
宿
主
の
免
疫
応
答
を
中

心
と
し
た
宿
主
の
反
応
の
結

果
と
し
て
組
織
破
壊
が
生
じ

る
疾
患
で
あ
る
。
し
か
し
、

歯
周
病
は
極
め
て
複
雑
な
感

染
症
で
あ
る
。
ま
ず
、
感
染

症
と
し
て
の
特
異
性
を
考
え

る
と
、
口
腔
内
と
い
う
細
菌

が
常
在
す
る
場
所
に
お
け
る

感
染
で
あ
る
こ
と
。
歯
と
い

う
「
固
相
」
と
、
唾
液
・
滲

出
液
と
い
う
「
液
相
」
の
界

面
に
形
成
さ
れ
る
細
菌
バ
イ

オ
フ
ィ
ル
ム
が
原
因
と
な
る

こ
と
。
細
菌
バ
イ
オ
フ
ィ
ル

ム
形
成
と
と
も
に
細
菌
種

が
、
グ
ラ
ム
陰
性
の
偏
性
嫌

気
性
菌
が
主
体
の
細
菌
叢
に

遷
移
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
。さ
ら
に
、
歯
石
と
い
う

石
灰
化
物
が
歯
の
表
面
に
形

成
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、
宿
主
要
因
と
し

て
は
、
先
天
的
に
獲
得
し
て

い
る
も
の
（
遺
伝
的
な
要

因
）、
加
齢
、
後
天
的
に
獲

得
し
た
も
の
（
全
身
的
な
疾

患
、
生
活
習
慣
や
局
所
の
口

腔
内
環
境
【
咬
合
の
間
題
を

含
む
】）な
ど
、
様
々
な
因
子

が
宿
主
応
答
に
影
響
し
て
い

る
。そ
の
中
に
は
、若
年
者
の

侵
襲
性
歯
周
炎
の
よ
う
な
、

歯
周
病
に
高
度
な
感
受
性
を

示
す
背
景
と
な
る
遺
伝
的
な

素
因
が
含
ま
れ
る
。
歯
周
病

は
生
活
習
慣
病
と
し
て
の
側

面
は
、
口
腔
衛
生
管
理
の
不

良
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

に
関
連
す
る
肥
満
、
喫
煙
な

ど
様
々
な
生
活
習
慣
が
歯
周

病
の
発
症
や
進
行
に
関
連
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

歯
周
病
の
診
断
は
、「
歯

周
病
の
病
型
（type

）」、

「
歯
周
組
織
の
破
壊
の
程
度

（stage

）」、「
歯
周
局
所
の

炎
症
の
程
度
（state

）」
か

ら
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の

診
断
を
も
と
に
治
療
が
行
わ

れ
る
が
、
現
時
点
で
治
療
の

対
象
と
な
る
の
は
、
後
天
的

に
獲
得
し
た
「
寄
生
体
」
と

「
宿
主
因
子
」で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
感
染
細
菌
の
除
去
で

あ
り
、
全
身
疾
患
の
治
療
、

生
活
習
慣
の
改
善
、
局
所
の

口
腔
内
環
境
の
改
善
で
あ

る
。
そ
の
中
で
最
も
基
本
と

な
る
の
は
、
感
染
細
菌
の
除

去
で
あ
る
。
細
菌
の
除
去
の

方
法
は
「
特
異
的
な
方
法
」

と
「
非
特
異
的
な
方
法
」
に

分
け
ら
れ
る
。
非
特
異
的
な

方
法
は
、
全
て
の
細
菌
を
対

象
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
機

械
的
な
除
去
や
殺
菌
剤
な
ど

が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
細
菌

バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を
形
成
す

る
歯
周
病
で
は
、
機
械
的
な

除
去
が
基
木
的
な
治
療
法
と

な
る
。
特
異
的
な
細
菌
の
除

去
方
法
は
、
抗
菌
薬
の
使
用

で
あ
る
。
抗
菌
薬
は
選
択
毒

性
が
あ
り
、
宿
主
細
胞
に
基

本
的
に
は
障
害
を
与
え
な

い
。
抗
菌
薬
使
用
に
当
た
っ

て
は
、
原
因
菌
に
感
受
性
の

あ
る
抗
菌
薬
を
選
択
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
薬
剤
耐

性
菌
の
増
加
、
菌
交
代
現
象

お
よ
び
重
感
染
（
強
毒
菌
と

弱
毒
菌
）、使
用
法
・
体
内
動

態
の
不
適
、
副
作
用
と
薬
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
十
分
な
配
慮

が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
抗
菌
薬
は
様
々
な
特
性
が

あ
り
、
歯
周
病
の
原
因
の
特

微
で
あ
る
細
菌
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
に
有
効
な
抗
菌
薬
も
知

ら
れ
て
い
る
。
歯
周
組
織
再

生
は
新
付
着
を
伴
う
歯
槽
骨

の
再
生
が
理
想
で
あ
り
、Ｇ

Ｔ
Ｒ
法
に
始
ま
り
、生
物
学

的
な
活
性
因
子
や
各
種
の
細

胞
を
用
い
た
歯
周
組
織
再
生

医
療
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
簡
単
な
Ｍ
Ｔ
Ｍ
を

併
用
す
る
こ
と
で
、
残
存
す

る
歯
周
靭
帯
を
利
用
し
て
非

外
科
的
に
歯
槽
骨
の
再
生
を

誘
導
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
講
演
で
は
歯
周
病
専
門

医
で
は
な
い
歯
科
医
師
が
取

り
組
め
る
歯
周
治
療
に
役
立

つ
、
歯
周
病
の
診
断
と
治
療

を
簡
単
に
解
説
し
た
い
。

日
時　

４
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　
　

会
費　

会
員
３
千
円
、未
入
会
者　

１
万
円　

定
員　
１
０
０
人

※
生
涯
研
修
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

　

こ
の
冊
子
は
、
２
月
に
石

川
県
保
険
医
協
会
よ
り
発
刊

さ
れ
た
『
歯
科
の
た
め
の
手

差
し
会
話
集　

日
本
語
・
英

語
版
（
05
年
３
月
発
刊
）』

の
改
訂
版
で
、
視
覚
的
に
分

か
り
や
す
く
、
見
て
楽
し
く

な
る
色
彩
の
豊
か
な
絵
は
初

版
を
継
承
し
、
内
容
が
一
層

充
実
さ
れ
て
い
る
。
英
語
を

話
す
外
国
人
や
、
聴
覚
障
害

が
あ
る
人
の
「
手
差
し
会
話

集
」
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

通
常
の
診
療
で
も
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
ツ
ー
ル
と
し

て
幅
広
い
用
途
で
ご
活
用
い

た
だ
け
る
。
定
価
は
８
４
０

０
円
だ
が
、
会
員
に
は
３
０

０
０
円
で
販
売
し
て
い
る
。

※
ご
注
文
は
石
川
県
保
険
医

協
会
ま
で
（
℡
０
７
６
︱
２

２
２
︱
５
３
７
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
６
︱
２
３
１
︱
５
１
５

６
）。ご
注
文
の
際
、
所
属
協

会
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
本
書
の
構
成
】

１
：
問
診
票
、
２
：
必
要
な

用
語
編
、
３
：
初
診
時
検
査

編
、
４
：
虫
歯
予
防
編
、

５
：
カ
リ
エ
ス
編
、
６
：
歯

周
病
編
、
７
：
義
歯
新
製

編
、
８
：
義
歯
修
理
編
、

９
：
充
填
・
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ

リ
ッ
ジ
編
、
10
：
外
科
編
、

11
：
投
薬
編
、
12
：
受
付
業

務
編
、
付
録
：
外
国
人
の
医

療
制
度
（
07
年
12
月
時
点
）

フルカラー・Ａ４判・104㌻　　
会員価格　3000円（税・送料込）

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

※
保
険
医
協
会
は
個
人
会
員
制
の
組
織
で
す
の
で
、
説
明
会
へ
は
未
入

会
歯
科
医
師
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
開
業
医
会
員
院
所
の

未
入
会
歯
科
医
師
の
み
有
料
（
１
万
円
）
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
保
険
医
協
会
が
い
う
ス
タ
ッ
フ
と
は
、
保
険
医
協
会

に
入
会
す
る
条
件
が
な
い
開
業
医
会
員
院
所
に
勤
め
る
歯
科
衛
生
士

や
受
付
従
業
員
の
こ
と
で
す
。

「
診
療
報
酬
08
改
定　

中
央
説
明
会
」

日
時　

３
月
23
日
（
日
）
※
午
前
・
午
後
と
も
内
容
は
同
じ
で
す

　
　
　

午
前
の
部　

午
前
10
時
15
分
～
午
後
12
時
30
分

　
　
　

《
会
員
限
定
》

　
　
　

午
後
の
部　

午
後
１
時
15
分
～
３
時
30
分

　
　
　

《
ス
タ
ッ
フ
参
加
可
》

会
場　

 

御
堂
会
館
（
南
御
堂
）
大
ホ
ー
ル
（
中
央
区
久
太
郎
町

４―

１―

11
）

講
師　

協
会
社
保
研
究
部
・
政
策
部
講
師
団

案
内　

 

会
員
の
先
生
に
は
３
月
上
旬
に
黄
色
の
「
引
換
ハ
ガ

キ
」
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
午
前
の
部
は
「
引
換

ハ
ガ
キ
」
持
参
者
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
費　

 

会
員
無
料
（
資
料
１
冊
は
「
引
換
ハ
ガ
キ
」
と
交

換
）、
未
入
会
者
１
万
円

「
診
療
報
酬
08
改
定　

地
区
説
明
会
」

　
　

講
師　

社
保
研
究
部
・
政
策
部
講
師
団

　
　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

　
　

資
料　

 

３
月
19
日
に
発
送
す
る
『
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

《
３
月
29
日
（
土
）》

　
　

●
北
河
内
地
区　

午
後
６
時
15
分
～　

定
員　

１
０
０
人

　
　
　

Ａ
Ｐ
大
阪
４
階（
京
阪「
淀
屋
橋
」駅
下
車
、17
号
出
口
直
結
）

　
　

●
港
・
大
正
地
区　

午
後
６
時
30
分
～　

定
員　

１
０
０
人

　
　
　

 

弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｒ
環
状
線
、
地
下
鉄
中

央
線
「
弁
天
町
」
駅
す
ぐ
）

　
　

●
堺･

高
石･

和
泉
地
区　

午
後
７
時
～　

定
員　

１
０
０
人

　
　
　

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線「
堺
市
」駅
徒
歩
２
分
）

《
４
月
５
日
（
土
）》

　
　

●
北
大
阪
地
区　

午
後
７
時
～　

定
員　

３
０
０
人

　
　
　

 

千
里
阪
急
ホ
テ
ル
２
階
「
仙
寿
の
間
」（
北
大
阪
急
行

「
千
里
中
央
」
駅
南
改
札
口
す
ぐ
）

《
４
月
12
日
（
土
）》

　
　

●
南
部
・
東
西
南
地
区　

午
後
６
時
～　

定
員　

１
０
０
人

　
　
　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

　
　

●
東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区　

午
後
６
時
30
分
～

　
　
　

定
員　

１
０
０
人

　
　
　

 

東
大
阪
市
民
会
館
（
近
鉄
奈
良
線
「
河
内
永
和
」
駅
東
へ

徒
歩
１
分
）

《
４
月
19
日
（
土
）》

　
　

●
西
部
・
東
部
地
区　

午
後
５
時
～　
　

定
員　

１
２
０
人

　
　
　

大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル
17
階

　
　

●
南
河
内
地
区　

午
後
６
時
30
分
～　

定
員　

50
人

　
　
　

す
ば
る
ホ
ー
ル
（
近
鉄
長
野
線
「
川
西
」
駅
徒
歩
８
分
）

《
４
月
26
日
（
土
）》

　
　

●
泉
州
会
場　

午
後
７
時
～　

定
員　

50
人

　
　
　

 

浪
切
ホ
ー
ル
（
南
海
本
線
「
岸
和
田
」
駅
商
店
街
を
西
へ

８
０
０
㍍
）

《
５
月
10
日
（
土
）》

　
　

●
三
島
地
区　

午
後
７
時
～　

定
員　

１
０
０
人

　
　
　

 

高
槻
市
立
総
合
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｒ
「
高
槻
」
駅

徒
歩
１
分
、
阪
急
京
都
線
「
高
槻
市
」
駅
徒
歩
５
分
）

４月生涯研抄録

栗原　英見 広島大学大学院医歯薬学総合研究科　先進医療開発科学講座
歯周病態学分野　広島大学病院　歯周診療科　　　　　　　

GPのための「明解・歯周病の診断と治療」

　

時
期
は
ず
れ
で
あ
る
が
、

昨
年
の
我
が
家
の
ク
リ
ス
マ

ス
・
イ
ブ
の
こ
と
で
あ
る
。


